れんら い かた 

蓮 池に 臨みて 蓮 蕾の 破る ゝを 見る は、 人の 難しと す 

ると ころな り。 蓮華 何の 精 あるか を 知らず、 俗物の 見 

る を 厭 ふて 幾多の 見物人 を 失望せ しむる こと 多し と 聞 

さきだ 

く。 暁 鴉に 先ち て 寝床 を 出で、 池 頭に 立ちて 蓮 女 第 

一 回の 新 粧を拝 せんとす るの 志 ある もの、 既に 俗物 を 

以て 指 目す るに 忍びず、 然れど も 佳人 何す れぞ 無情な 

る、 往々 にして 是 等の 風流 客 を 追 ひ 回へ す こと ある は _ 

人間界の 心 池の 中に 霊活 なる 動物の、 心機 妙 転の 瞬時 

の 変化 も、 或は 蓮 花 開発に 似た ると ころ あり。 

ばんら い 

風 静かに 気 沈み 万籟黙 寂た るの 時に、 急卒ー 響、 神 

こ めの まへ かう リっ 

装 を 凝らして 眼前に 亢立 する は 蓮 仙な り、 问の 促す と 



ちょり つ 

ころな く、 何の 襲 ふところ なく、 悠然 泥 上に 佇立す る 

花 蕾の、 一 瞬時に 化 鉢して 神韻 高 趣の 佳人と なる は、 

驚奇 なり、 然 リ驚奇 なり、 極めて 普通なる 驚奇 なり、 

もし 花な く 変化な きの 国 あらば、 之 を 絶 代の 奇 事と 曰 

はむ。 絶 代の 奇事 にして 奇 事なら ざる もの、 自然の 妙 

力が 世 眼に 慣れて 悟性 を 鈍く したる の 結果と や 言 はむ。 

人間の 心機に 関して 深く 観察す る 時 は、 この 普通な 

る 驚奇の 変化 最も 多く、 各人の 歴史に 存 する を 見る。 

然リ この 変化の 尤も 多くして 尤も 隠れ、 尤も 急に して 

みるべからざる 

尤も 不可 見の もの、 他の 自然界の 物に 比すべく も あ 

ら ざる もの ある は、 人生の 霊活を B ずる もの、 苟く 



むる の 愚 を 学ぶ 能 はず。 然り、 大知、 大能、 大聖 は 人 

しょき 

間界に 庶幾す ベ からず、 然れ ども 是を 以て 人間の 霊活 

ひく 

を卑 うする ところ はなき なり、 人間と 呼べ る 一 塊 物 (A 

piece ofwork) を 平穏 静 着なる ものと する 時 は、 何の 

妙 観 ある を 知らず、 善 あり、 悪 あり、 何等 思議す ベ か 

うる 

ら ざると ころ ありて 始めて 其 本性 を識 得する を 得な リ- 

善 鬼 悪鬼 美 鬼 醜 鬼、 人間の 心 池に 混交し、 乱戦す る を 

以て 始めて 人間なる もの ゝ 他の 動物と 異なる 所 を 見る 

べし。 

神の 如き 性、 人の 中に あり、 人の 如き 性、 人の 中に 

きうけう うち 

あり、 此 二者 は 常久の 戦士な り、 九竅の 中に この 戦士 



なければ 枯衰 して 人の 生や 危 ふから む。 神の 如き 性 を 

有つ こと 多ければ、 戦 ひ は 人の 如き 性 を 倒す まで は 休 

まじ、 休む も 一時にして、 程 経れば 更に 戦 はざる 能 は 

たも まう./......' 

ず。 人の 如き 性 を 有つ こと 多ければ 終身 惘々 として 煩 

ふ 所な く、 想 ふ 所な く、 憂 ふる 所な からむ。 この 両性 

の 相 闘 ふ 時に 精神 活 きて 長 梯を 登る の 勇気 あり、 闘 ふ 

こと 愈 多くして 愈激 奮し、 その 最後に 全く 疲 廃して 

わす 

万事 を 遺る、 この 時 こそ、 悪より 善に 転じ、 善より 悪 

に 転ずる なれ、 この 疲 廃して 昏睡す るが 如き 間に。 

人の 一 生 を 水晶の 如く 透明なる ものと 思惟す る は 非 

なり、 行 ひに 於いて は 或は 完全に 幾き もの あらむ、 心 



に 於て は 誰か 欠然 たらざる 者 あらむ。 人 は 到底 絶対的 

に 善なる ものと なること 能 はず、 然れ ども 或 限り ある 

「時」 の 間に 於て、 極めて 高大な りと 信ずる 事 は 出来 ざ 

るに あらず、 其 限り ある 時間の 長短 は 一 問題な り、 わ 

れは思 ふ、 其 極めて 短 かき は 石火の 消えぬ 間にして、 

長き も 流星の 尾に 過ぎ じ。 虚無 を 重んじ 無為 を 尚ぶ も 

畢竟 この 理に 外なら ず、 施 為 多く 思想 豊 かにして 而し 

て 高遠な る - J と 能 は ざ る は、 寧ろ 彼の 施 為な く 思想な 

くして、 石火 中の 大頓悟 を 楽しむ に 如か じと すらむ。 

文覚の 袈裟に 対する や、 如何なる 愛情 を 有ち しゃ を 

知らず、 然れ ども 世間 彼 を 見る 如き 荒 逸なる 愛情に て 



はい * きゃく さ 

する の悖虐 なる を 知る、 然れ ども 悖虐 を悖虐 とする 

所以 は 極めて 冷淡なる 意味に 於て なリ。 故に 彼 は此大 

悪 を 犯さん とする 時に、 左 転右盼 せず、 白刃 を睡 客に 

加 ふるの 時に 於て すら、 彼 はな ほ大 悪の 大悪 たる を 暁 

知せ ざるな り。 

斯の 如くに 冷 絶なる 傲漢 をして 曇天の 俄然と して 開 

け、 皎々 たる 玉 女 天外に ひかり 出で たるが 如くなら し 

めた る 絶妙の 変化 は、 いかにして 来りた るか。 殺人の 

き やうく しか 

大悪彼 を驚懼 せしめ、 醒覚 せしめし か。 然ら ず。 彼 は 

始めより 畏懼 を 知らず。 彼に 妙 変 を 与へ たる もの、 別 

に存 する あり、 少しく 是を言 はむ。 



て 待つべし。 

(明治 一 一十 五 年 九月) 
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